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第８回

〃
Ｌゴ

戦後、日本の復興と繁栄に大きな足跡を残した三洋電機株式会社の創設者、故井植歳男氏の遺志によって昭和4 4 年1 1 月に設立された財団法人
「井植記念会」が、兵庫県在住または兵庫県にゆかりの深い人のなかから、めざましい活躍をされた人を受賞の対象としてその功績を讃えると
ともに、地域社会のより－面の発展に寄与したいと考え、この＜井植文化賞＞５部門を設定しました。今回で第８回を数え、各分野の評論家、
学識経験者などをもって部門ごとに構成される選考委員会によって次のように決定しました。

報道出版部門｜地域活動部門
蕊簿

日中友好番組
｢ 神戸からこんにちわ」
｢ 天津からこんにちわ」
㈱ラジオ関西

報道制作部
くチームプロデューサー

代表・松田和子＞
日中交流の一環として、昭

和5 6 年６月1 8 日付で「児童を
主な対象とする1 5 分番組を月
に１回交換し合って放送す
る」という協定書が作成さ
れ、同年７月2 5 日、「神戸か
らこんにちわ」が天津で、８
月2 3 日、「天津からこんにち
わ」がラジオ関西で放送が開
始された。番組が放送される
と、聴取者から「番組を通じ
て、日中両国の友情が深まっ
た- 1 などの投書が多く、幅広
い層に関心を呼んだ。

ＫＩＣＳ
＜神戸インターナショナル･
コミュニケーション・サービ
ス＞

代表・臼杵百合子
神戸にやって来る留学生を

物心両面i でサポートする目的
で、ＫＩＣＳが誕生したのは昨
年の９月。その前身である
「ふれあい神戸」は５年前に
活動を始めた。とりわけ私費
留学生の場合、学資に窮する
ケースが多い。留学生の日本
企業へのアルバイトあっ旋を
はじめ、茶道教室など日. 本文
化のガイダンス、そして今年
４月には須磨に自前で留学生
女子寮を完成させた。現在、
会員は7 0 名。国際親善の架橋
として高い評価をうけている

社会福祉部門｜科学技術部門｜文化芸術部門

神戸東部地域
入浴サービス
実施委員会
会長。川口重義
ねたきり老人や身障者など

の入浴ニーズを切実に痛感し
ている福祉従事者の有志が、
ボランティアグループを結成
し、叩和5 4 年に発足した。ボ
ランティアが力を合わせ、入
浴サービスを始めたのは高山
市に次いで全国で２番目。
会長川口重義氏（医師）を
中心にボランティア9 0 名が現
在活躍中である。また、最近
では、外国人も加わり、国際
色豊かな、全国でも例のない
団体として注目を浴びている

西塚泰美｜安水稔和
＜神戸大学医学部教授＞

昭和７年名古屋市生まれ。
現住所は芦屋市。京都大学医
学部卒業、インターンを経て
同3 7 年京都大学医学部助手、
同3 8 年医学博士、同3 9 年助教
授となる。同年米国ロックフ
ェラー大学窓員研究員として
一年間渡米。同4 4 年神戸大学
医学部教授として現在に至
る。尚、同5 5 年から岡崎国立
共同研究機椛の埜礎生物学研
究所教授も併任する。日本生
化学会奨励賞、ベルッ賞、松
永賞、武田医学賞など受賞も
多い。

＜詩人＞

昭和６年神戸市生まれ。神
戸大学英米文学科卒業･ 昭和
2 5 年詩誌「ぽえとろ」創刊。
以後「交替待派」「再現」「潅
木」「くるおぺす」同人、「蜘
蜘」編柴グループ等を経て現
在「たうろす」「歴程」同人、
松蔭中学校・高等学校勤務。
昭和3 4 年度Ｈ氏賞受賞（詩集
「烏｣ ) 、昭和4 8 年度芸術祭優
秀賞受賞（ラジオドラマ「旅
に病んで｣ ）他。詩作に加え、
劇作ラジオドラマ、ドキュメ
ンタリー、作曲等の業績が評
価された。
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選
考
委
員
・

足
立
巻
一
島
京
子

〈
作
家
〉
顔
。
：
．
〈
作
家
〉

小
島
輝
正
農
：
森
川
達
也

〈
松
蔭
女
子
大
学
教
授
〉
．
〈
文
芸
評
論
家
〉

§
雪
司

；

散
文
の
島
京
子
、
詩
の
安
水
稔
和
両

氏
に
候
補
を
絞
っ
て
選
考
し
た
が
、
島

氏
は
選
考
委
員
で
あ
り
第
一
回
三
洋
新

人
賞
（
本
賞
の
前
身
）
に
選
ば
れ
た
と

い
う
理
由
で
強
く
辞
退
さ
れ
、
極
め
て

自
然
に
安
水
氏
に
決
定
さ
れ
た
。

安
水
氏
の
才
能
・
業
績
は
抜
群
で
あ

り
、
わ
た
し
は
か
ね
て
か
ら
竹
中
郁
氏

の
詩
業
を
継
ぐ
神
戸
の
代
表
的
詩
人
と

評
し
て
き
た
。
『
存
在
の
た
め
の
歌
』
ら

十
一
冊
の
詩
集
は
最
初
か
ら
一
定
の
完

成
度
を
示
し
つ
つ
豊
か
な
音
楽
性
と
深

い
思
想
と
を
刻
々
に
加
え
、
独
自
の
言

語
空
間
を
創
造
し
た
。
ま
た
、
菅
江
真
澄

を
追
跡
し
た
『
歌
の
行
方
』
や
『
烏
に
な

れ
烏
よ
』
『
き
み
も
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
』
な
ど
の
評
論
も
強
い
個
性
を
主
張

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
詩
人
と
し
て
も
批

評
家
と
し
て
も
傑
出
し
て
お
り
、
さ
ら

花
曜
社

１
９
８
２
／
き
み
も
旅
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
吉
野
教
育
図
書

八
上
波
作
品
Ｖ

１
９
７
２
／
む
か
し
海
ミ
ド
リ
ム
シ

劇
団
神
戸

１
９
７
６
／
紫
式
部
な
ん
か
怖
く
な
い

劇
団
神
戸

１
９
７
９
／
鬼
の
歌
よ
み
物
語
同
宰
何

１
９
８
０
／
盗
人
志
願
同
右

八
放
送
作
品
Ｖ

１
９
６
１
／
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン

Ｎ
Ｈ
Ｋ

１
９
６
３
／
オ
オ
カ
ミ
Ｎ
Ｈ
Ｋ

１
９
６
４
／
教
育
に
つ
い
て
同
右

１
９
６
５
／
地
下
鉄
に
て
同
右

１
９
６
６
／
に
が
い
塩
同
右

１
９
７
３
／
旅
に
病
ん
で
同
右

１
９
７
６
／
さ
ら
ば
西
行
同
右

１
９
７
８
／
も
う
ひ
と
つ
の
街
が
見
え

た
ラ
ジ
オ
関
西

１
４０
１

■
第
８
回
井
植
文
化
賞

文
化
芸
術
部
門
鍵
．
…

．
職
蝿
・
・
、
。
．
：
．
篭
：

と
り
わ
げ
作
詩
、
劇
作
型
鶴
繍

放
送
の
業
績
を
評
術
し
て

安
水
稔
和
＃

に
郷
土
詩
華
集
の
共
編
に
も
尽
力
し
た

功
績
も
大
き
く
、
近
刊
に
は
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
『
神
戸
の
詩
人
た
ち
ｌ
戦
後
詩
集

成
－
』
が
あ
る
。

そ
れ
ら
に
も
劣
ら
ず
わ
た
し
が
高
く

評
価
す
る
の
は
、
作
詞
。
劇
作
・
放
送

の
仕
事
で
あ
る
。
合
唱
組
曲
「
京
都
」
、

放
送
作
品
「
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
」

「
旅
に
病
ん
で
」
は
い
ず
れ
も
芸
術
祭

参
加
作
品
と
し
て
受
賞
し
た
が
、
そ
の

ほ
か
の
お
び
た
だ
し
い
作
品
も
い
ず
れ

も
詩
劇
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
放
送
に
新

領
域
を
開
い
て
水
準
を
高
め
た
も
の
と

思
う
。
わ
た
し
は
以
前
に
安
水
氏
の
劇

作
集
あ
る
い
は
放
送
作
品
集
の
出
版
を

提
唱
し
た
が
、
残
念
に
も
ま
だ
実
現
を

見
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
う
し
た
安

水
氏
の
業
績
は
特
に
地
元
で
は
意
外
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
・
八
足
立
巻
一
Ｖ

⑨
受
賞
者
著
書
作
品
目
録
（
一
部
）

八
詩
集
Ｖ

１
９
５
５
／
存
在
の
た
め
の
歌

く
ろ
お
。
へ
す
社

１
９
５
６
／
愛
に
つ
い
て
人
文
書
院

１
９
５
８
／
烏
く
る
お
ぺ
す
社

１
９
６
２
／
能
登
蜘
妹
出
版
社

１
９
６
４
／
花
祭
同
右

１
９
６
６
／
や
っ
て
く
る
者
同
右

１
９
７
１
／
佐
渡
同
右

１
９
７
７
／
西
馬
音
内
同
右

１
９
７
９
／
異
国
間
同
右

ハ
ェ
ッ
セ
イ
菜
Ｖ

１
９
７
３
／
幻
視
の
旅
文
研
出
版

１
９
７
７
／
歌
の
行
方
ｌ
誉
江
真
澄
追

跡
Ｉ
国
書
刊
行
会

１
９
８
１
／
鳥
に
な
れ
よ
鳥
よ
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し
の
解
明
に
成
功
し
、
画
期
的
な
先
鞭

を
つ
け
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
細
胞

膜
に
ホ
ル
モ
ン
や
生
長
因
子
が
働
く

と
、
そ
の
構
成
々
分
の
一
つ
、
イ
ノ
シ

ト
ー
ル
リ
ン
脂
質
が
秒
単
位
で
代
謝
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
産
生
さ
れ
る
様
々
な
物

質
が
細
胞
の
機
能
冗
進
や
増
殖
開
始
の

引
き
金
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
古
く

か
ら
謎
で
あ
っ
た
「
発
が
ん
」
の
強
力

な
促
進
物
質
、
Ｔ
Ｐ
Ａ
も
こ
の
引
き
金

物
質
の
一
つ
を
代
行
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
が
基
礎
と

な
っ
て
が
ん
の
成
り
立
ち
の
仕
組
み
が

急
速
に
理
解
さ
れ
始
め
た
。
西
塚
教
授

に
は
こ
の
た
め
欧
米
各
国
の
主
要
な
学

会
や
学
士
院
か
ら
の
招
待
が
あ
い
続
い

て
お
り
、
今
秋
に
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大

学
医
学
部
に
客
員
教
授
の
席
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
八
溝
井
泰
彦
Ｖ

西
塚
索
美

一驚、

が
ん
が
ど
う
し
て
で
き
る
か
は
誰
も

が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
問
題
で
あ
る
が

最
近
ホ
ル
モ
ン
や
細
胞
生
長
因
子
の
作

用
機
緋
の
研
究
か
ら
、
そ
の
理
解
へ
の

緒
が
開
か
れ
て
き
た
。
私
達
の
か
ら
だ

を
構
成
す
る
一
兆
個
以
上
に
お
よ
ぶ
細

胞
の
多
く
は
、
種
々
の
ホ
ル
モ
ン
や
細

胞
生
長
因
子
の
作
用
を
受
け
て
常
に
入

れ
替
っ
て
い
る
。
が
ん
を
お
こ
す
数
多

く
の
ウ
ィ
ル
ス
遺
伝
子
と
相
同
の
遺
伝

子
が
実
は
正
常
細
胞
に
作
働
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
細
胞
機
能
や
生
長
を
調

節
す
る
種
点
の
因
子
の
作
用
の
仕
組
み

と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

神
戸
大
学
医
学
部
生
化
学
教
室
の
西

塚
泰
美
教
授
と
そ
の
共
同
研
究
者
は
、

数
年
来
こ
う
し
た
仕
組
み
に
焦
点
を
当

て
て
精
力
的
な
解
析
を
続
け
て
い
た

が
、
こ
の
程
、
そ
の
基
本
的
な
あ
ら
ま

溝
井
泰
彦
真
鍋
正
志

〈
神
戸
大
学
医
学
部
長
〉
〈
神
戸
新
聞
論
説
委
員
〉

選
考
委
員

西
羅
寛

〈
神
戸
大
学
農
学
部
長
〉

溝
井
泰
彦

国
第
８
河
井
楠
文
化
賞

科
学
技
術
部
門

発
癌
や
生
理
学
解
明
の

研
究
を
続
け
る

●
選
考
経
過

松
本
隆

〈
神
戸
大
学
工
学
部

１
４１
１

長
〉

冒
頭
に
、
現
在
の
科
学
技
術
は
機
能

性
や
テ
ク
ノ
ロ
ー
ジ
ー
を
追
及
す
る
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
人
間
性
の
尊
重

や
回
復
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
の

意
見
が
出
た
。
審
査
員
全
員
が
そ
れ
に

同
意
を
示
し
た
。

最
初
に
推
薦
さ
れ
た
の
が
、
今
春
オ

ー
プ
ン
し
た
神
戸
市
立
青
少
年
科
学
館

で
天
体
望
遠
鏡
を
と
り
扱
っ
て
い
る
福

田
実
信
さ
ん
。
子
供
た
ち
に
最
先
端
の

科
学
を
紹
介
す
る
同
館
に
あ
っ
て
同
望

遠
鏡
は
異
色
の
存
在
。
大
正
時
代
以
降

に
海
洋
気
象
台
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の

で
最
近
は
眠
っ
て
い
た
代
物
。
復
活
さ

、
、
、
、
、
、
、
、

せ
た
福
井
さ
ん
は
ア
マ
チ
ュ
ア
専
門
家

で
あ
る
。

次
に
有
機
農
業
の
分
野
も
姐
上
に
上

が
っ
た
。
た
だ
、
さ
き
の
福
井
さ
ん
に

し
ろ
、
有
機
農
業
に
し
る
地
域
活
動
部

門
と
の
兼
ね
合
い
の
懸
念
も
あ
り
、
評

価
基
準
を
ど
こ
に
お
く
か
が
改
め
て
問

い
直
さ
れ
た
。
最
後
に
昨
年
の
候
補
の

再
検
討
が
あ
り
、
神
戸
大
学
の
西
塚
泰

美
生
化
学
教
授
の
研
究
は
人
間
性
を
強

く
押
し
だ
し
た
今
回
の
選
考
に
相
応
し

い
と
全
員
一
致
を
み
た
。

同
氏
の
研
究
は
ホ
ル
モ
ン
お
よ
び
神

経
伝
達
物
質
の
受
容
機
構
が
中
心
で
あ

る
。
発
癌
原
因
の
発
見
や
増
殖
作
用
の

抑
制
、
解
析
等
の
第
一
人
者
。
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
」
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
な
ど
外
国

雑
誌
掲
載
の
論
文
も
多
い
。
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吾

Ｉ
４２
ｉ

神
戸
新
聞
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
話
題
と
な
っ
た
、
「
加
西
市
長
汚
職

事
件
」
の
報
道
記
事
、
同
社
が
妬
年
に

わ
た
っ
て
取
り
組
ん
だ
部
落
差
別
の
問

題
を
ま
と
め
た
「
差
別
の
壁
の
前
で
」

（
解
放
出
版
社
刊
）
、
６
年
ぶ
り
に
発
行

さ
れ
た
「
兵
庫
大
百
科
辞
典
」
（
上
下

２
巻
）
、
船
田
企
画
出
版
で
、
但
馬
の

文
化
財
を
紹
介
し
た
「
但
馬
の
文
化
財

全
６
巻
」
が
今
年
の
候
補
と
し
て
あ
げ

ら
れ
た
が
、
神
栄
赴
郷
さ
ん
が
実
家
の

寺
に
伝
わ
る
古
事
を
原
文
、
翻
訳
、
難

解
と
思
わ
れ
る
文
字
の
注
釈
で
ま
と
め

‐
プ
を
編
集
、
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
は
さ
み
、
聴
衆
者
に
も
充
分
わ
か
る

よ
う
に
し
て
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労

が
し
の
ば
れ
る
わ
け
だ
が
、
華
僑
の
多

い
神
戸
な
ら
で
は
の
番
組
と
し
て
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
お
き
き
い
た
だ
き
た
い
。

一
方
、
ラ
ジ
オ
関
西
で
制
作
し
た

「
神
戸
か
ら
こ
ん
に
ち
わ
」
は
、
毎
月

第
四
土
曜
日
に
天
津
放
送
局
で
三
回
も

放
送
さ
れ
て
お
り
、
「
中
日
両
国
人
民

了
々
孫
々
の
友
好
の
種
子
が
播
か
れ

た
」
と
い
っ
た
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
番
組
が
き

っ
か
け
で
、
両
市
の
小
学
生
が
習
字
や

絵
画
の
交
換
を
は
じ
め
る
な
ど
、
「
近

く
て
遠
い
国
」
と
い
わ
れ
た
中
国
と
の

友
情
の
架
け
橋
と
し
て
、
そ
の
役
割
を

充
分
果
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評

価
す
る
。
八
左
藤
孜
Ｖ

穿諏

ラ
ジ
オ
関
西
制
作

祢
好
、
天
津
向
祢
向
候
／
、
（
ニ
ン
ハ

オ
テ
イ
エ
ヌ
ジ
ン
シ
ャ
ニ
ン
ウ

ェ
シ
ホ
ウ
）
ｌ
毎
月
第
四
日
曜
、
の

朝
八
時
、
ラ
ジ
オ
関
西
に
ダ
イ
ヤ
ル
を

あ
わ
せ
る
と
、
こ
ん
な
、
と
て
も
き
れ

い
な
中
国
語
が
流
れ
て
く
る
。
日
中
友

好
番
組
「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
わ
」
で

あ
る
。神

戸
市
と
天
津
市
は
、
十
一
年
前
に

友
好
都
市
。
友
好
港
の
提
携
を
し
て
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
交
流

を
行
っ
て
い
る
が
、
両
市
の
地
元
放
送

局
で
あ
る
ラ
ジ
オ
関
西
と
天
津
放
送
局

で
は
、
三
年
前
か
ら
毎
月
一
回
番
組

（
十
五
分
間
）
を
交
換
し
合
っ
て
放
送

を
続
け
て
い
る
。

天
津
か
ら
お
く
ら
れ
て
く
る
番
組
は

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
中
国
語
。
そ
こ
で
専

門
家
に
雛
訳
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
テ

た
「
峰
相
記
」
と
ラ
ジ
オ
関
西
制
作
の

日
中
友
好
番
組
「
神
戸
か
ら
こ
ん
に
ち

わ
」
「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
わ
」
の
一

騎
打
ち
と
な
っ
た
。

「
峰
相
記
」
は
、
播
磨
の
風
土
記
、

郷
土
史
の
研
究
と
し
て
は
、
一
級
の
も

の
で
あ
る
と
評
価
、
し
か
し
、
郷
土
史

の
専
門
家
の
評
価
を
得
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
理
由
に
よ
り
来
年
の
候
補
と
し

て
保
留
と
な
っ
た
。
「
神
戸
か
ら
こ
ん

に
ち
わ
」
「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
わ
」

は
、
約
２
年
間
続
い
て
い
る
ラ
ジ
オ
関

西
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で
、
番
組

の
日
中
友
好
に
貢
献
し
た
功
績
が
今
回

の
受
賞
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
。

城
後
に
審
査
員
の
方
か
ら
、
神
戸
に

支
社
の
あ
る
新
聞
の
連
載
小
説
に
す
ば

ら
し
い
作
品
が
ぜ
ひ
と
も
掲
載
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
声
が
あ
が
っ
た
。

「
神
戸
か
ら
こ
ん
に
ち
鰯
」

「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
ば
」

選
考
委
員

坂
上
函
豆
左
藤
孜

〈
ラ
ジ
オ
関
西
㈱
代
表
取
締
役
〉
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
〉

長
島
晴
雄

〈
神
戸
新
聞
監
査
役
〉

国
第
８
阿
井
柿
文
化
賞

報
道
出
版
部
門

神
戸
・
天
津
両
市
民

友
好
親
善
の
架
け
橋

蕊
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議
霊

選
考
委
員

一
谷
定
之
耐
一

〈
園
田
学
園
理
事
長
〉

長
島
晴
雄

〈
神
戸
新
聞
社
監
査
役
〉

．
§
含

驚
蕊
熟

各
国
の
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
神
戸
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
サ
ー
ビ
ス
」
（
略
称

キ
ツ
ク
ス

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
・
臼
杵
百
合
子
代
表
）
は
、

昨
年
九
月
に
、
和
名
の
メ
ン
バ
ー
で
発

足
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
身
で
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
神
戸
」
グ
ル
ー
プ
の
活
動

は
五
年
前
の
七
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
加

名
の
メ
ン
バ
ー
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
神
戸
大
学
留
学
生
会
館
に
集
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
の
だ
。

も
と
も
と
臼
杵
さ
ん
が
、
友
人
の
依

頼
で
韓
国
か
ら
の
女
子
留
学
生
の
買
物

に
つ
き
合
っ
た
こ
と
か
ら
留
学
生
と
の

親
交
が
始
ま
り
、
在
神
各
国
留
学
生
と

日
本
人
と
の
グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ
い
神

戸
」
が
生
ま
れ
た
。
年
に
三
回
の
交
流

パ
ー
テ
ィ
を
は
じ
め
、
料
理
講
習
会
な

ど
を
通
じ
、
留
学
生
と
の
物
心
両
面
で

；

鵜;#；
Ｅ出寺韓 亀

今
井
仙
三

〈
丸
山
地
区
文
化
防
犯

協
議
会
会
長
〉

■
第
８
回
井
植
文
化
賞

地
域
活
動
部
門

日
本
で

一
番
ち
い
さ
な

留
学
生
寮
を
創
っ
た

臼
杵
百
合
子

の
交
流
が
つ
づ
き
、
一
九
八
二
年
に
は

「
留
学
生
の
故
郷
を
訪
ね
る
旅
」
の
第

一
回
（
台
湾
）
が
行
わ
れ
た
。

兵
庫
県
下
に
は
約
釦
力
国
、
二
六
○

人
余
り
の
留
学
生
が
勉
学
に
励
ん
で
い

る
が
、
経
済
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
一
番

望
ま
れ
て
い
る
。
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
活
動
の

一
つ
は
、
留
学
生
へ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

あ
っ
旋
だ
。
さ
ら
に
、
茶
道
教
室
。
そ

し
て
今
年
四
月
に
は
、
〃
自
前
″
で
留

学
生
の
女
子
寮
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
活
動
に
対
す
る
理
解
者

か
ら
空
家
を
譲
り
受
け
、
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の

メ
ン
バ
ー
が
、
文
字
通
り
に
手
弁
当
で

補
修
工
事
に
取
り
か
か
っ
た
。

神
戸
へ
来
る
留
学
生
と
日
本
人
と
の

架
橋
役
と
し
て
、
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
・
の
存
在
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

八
長
島
晴
雄
Ｖ

１
４３
１

今
回
、
選
考
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

抵
園
健
康
高
年
ク
ラ
ブ
、
明
石
市
民
オ

ペ
ラ
協
会
、
神
戸
市
生
活
指
導
研
究
会

な
ど
。
祇
園
健
康
高
年
ク
ラ
ブ
は
、
高

齢
者
を
対
象
に
「
お
し
ゃ
れ
教
室
」
「
歌

合
戦
」
な
ど
を
隣
近
所
に
誘
い
か
け
て

行
な
う
な
ど
、
企
画
力
に
優
れ
た
剛
人

の
グ
ル
ー
プ
。
明
石
市
民
オ
ペ
ラ
協
会

は
、
３
年
前
か
ら
音
楽
家
・
主
婦
な
ど

が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
、
専
門
家
の
応

援
も
得
て
地
域
ぐ
る
み
で
オ
ペ
ラ
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
歴
史
の
古
い

と
こ
ろ
で
は
生
活
指
導
研
究
会
が
、
昭

和
記
年
以
来
家
庭
全
般
に
渡
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
。

一
方
、
個
人
で
神
経
症
の
相
談
を
手

掛
け
て
加
年
と
い
う
銘
才
の
老
人
の
話

題
も
出
た
。

ま
た
、
選
考
の
過
程
で
、
地
域
活
動

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
あ
げ
る
の
も

い
い
の
で
は
、
と
い
う
意
見
も
出
た
．

た
だ
、
い
ず
れ
も
独
自
性
と
い
う
点

で
不
満
が
残
っ
た
。
選
考
の
最
後
に
出

て
き
た
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
臼
杵
百
合
子
代
表
）

に
つ
い
て
は
、
留
学
生
の
よ
き
相
談
役

と
し
て
の
諸
活
動
が
選
考
委
員
の
評
価

を
高
く
受
け
た
。

地
域
活
動
推
進
に
は
、
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
奨
励
す
べ
き
で

あ
る
、
と
全
員
一
致
で
受
賞
が
決
定
し

た
。 ●
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園
第
８
回
井
植
文
化
賞

社
会
福
祉
部
門

ね
た
き
り
老
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を

神
一
戸
東
部
地
域

入
浴
サ
ー
ビ
ス
》

実
施
委
員
会
Ｊ

選
考
委
員服

部
正
津
田
元

〈
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
〉
〈
神
戸
新
聞
社
社
会
部
長
〉

野
上
文
夫

〈
準
錘
癖
鎧
崖
諏
鍛
掘
認
陰
所
長
〉

鴬職蕊綴織織 鍵鐘 蝉.ijE1Zsz鶴

候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
、
脳
卒
中
者

に
リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
さ
を
訴
え
、
認
識

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
「
脳
卒
中
友
の

会
」
会
長
の
山
本
繁
博
、
痴
呆
性
老
人
介

護
の
た
め
の
家
族
の
意
識
改
革
に
取
り

組
む
「
東
灘
保
健
所
・
精
神
衛
生
相
談

員
」
の
森
井
俊
次
・
土
井
寛
子
、
全
盲

で
あ
り
な
が
ら
大
学
に
通
い
、
ま
た
、

『
音
景
色
』
と
い
う
本
も
出
版
し
た
村

上
八
千
代
、
東
灘
ｌ
中
央
区
間
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
続

け
る
「
神
戸
東
部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス

実
施
委
員
会
」
（
川
口
重
義
会
長
）
、
地
域

分
散
型
老
人
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
を
実
践

し
て
い
る
「
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ス
ト
教
団
エ
リ
ア
会
」
施
設
長
の
木

下
淳
子
な
ど
の
各
団
体
、
個
人
で
あ
る
。

地
域
の
中
で
の
活
動
実
績
と
い
う
而

か
ら
、
特
定
教
団
の
試
み
だ
が
、
弘
年
１

月
、
北
区
有
野
台
に
わ
が
国
初
の
地
域

分
散
型
老
人
ホ
ー
ム
「
有
野
台
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
を
建
設
し
、
老
人
を
尊
び
、
地

域
の
中
で
と
も
に
生
き
る
ホ
ー
ム
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
木
下
淳
子
、
弱
年
４

月
よ
り
在
宅
寝
た
き
り
老
人
、
障
害
者

へ
の
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
き
た

「
神
戸
東
部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施

委
員
会
」
の
２
グ
ル
ー
プ
に
絞
ら
れ
た
。

一
昨
年
、
神
戸
市
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス

公
費
制
度
実
施
の
引
き
金
と
な
っ
た
点

が
評
価
さ
れ
、
結
局
「
神
戸
東
部
地
域

入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施
委
員
会
」
に
決
定
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
力
を
あ
わ
せ
、
移

動
入
浴
車
で
地
域
の
ね
た
き
り
老
人
や

重
度
障
害
者
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
た
の
は
、
高
山
市
に
つ
い
で
神
戸
東

部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施
委
員
会

（
愛
称
ふ
れ
あ
い
の
会
）
が
全
国
で
二
番
目

で
あ
っ
た
。

日
頃
日
常
活
動
の
中
で
、
老
人
な
ど

の
入
浴
ニ
ー
ズ
を
切
実
に
痛
感
し
て
い

る
福
祉
従
事
者
の
有
志
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
昭
和
型
年

に
発
足
し
た
。
会
長
川
口
重
義
氏
（
医

師
）
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
○
名

が
現
在
は
活
躍
中
で
あ
る
。

こ
の
会
の
特
色
は
、
医
師
、
看
護
婦
、

保
健
婦
な
ど
が
３
分
の
１
参
加
し
、
社

協
、
施
設
、
福
祉
事
務
所
、
消
防
署
の

職
員
、
主
婦
、
学
生
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
互
い

に
連
携
を
し
な
が
ら
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

最
近
で
は
外
国
人
数
名
も
加
わ
り
国
際

色
豊
か
な
、
全
国
で
も
例
の
な
い
団
体

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

活
動
地
域
は
、
東
灘
、
雌
、
巾
央
の

三
区
で
、
毎
週
、
水
、
木
、
金
、
日
曜

日
の
４
回
、
妬
チ
ー
ム
に
分
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
２
台
の
入
浴
車
を
使
っ
て

走
り
ま
わ
っ
て
い
る
。

発
足
し
て
五
年
に
な
る
が
、
こ
の
会

の
指
導
助
言
で
四
つ
の
姉
妹
グ
ル
ー
プ

が
誕
生
し
、
各
地
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
先
駆
的

な
活
動
が
引
金
と
な
っ
て
、
神
戸
市
で

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
予
算
化
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
小
さ
な
活
動
か
ら
大
き
な

活
動
へ
と
着
実
に
輪
は
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
。
神
戸
に
ま
た
一
つ
新
し
い
福
祉
文

化
が
根
づ
い
て
き
た
。
八
野
上
文
夫
Ｖ

１
４４
１
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小
誌
は
昭
和
副
年
に
創
刊
焔
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
お
よ
び
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
と
と
も
に
、
西
日
本
に
お
け
る
文
学
活
動
の
一

層
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

。
第
一
回
神
戸
文
学
賞
「
島
之
内
ブ
ル
ー
ス
」
雨
廉
新
Ⅱ
尼
崎
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
」
（
小
倉
弘
子
Ｉ
大
阪
市
）

・
第
二
回
神
戸
文
学
世
「
姥
捨
て
」
（
奥
野
忠
昭
Ⅱ
大
阪
府
柏
原
市
）
「
生
活
」
（
士
羅
正
人
Ⅱ
神
一
厘
巾
）
（
こ
の
回
の
神
戸
女
流
文
学
災
は
該

当
な
し
で
、
神
戸
文
学
数
を
二
作
が
受
賞
）

・
第
三
回
神
戸
十
享
賞
「
自
由
と
正
義
の
水
た
ま
り
」
（
蒼
竜
一
Ⅱ
奈
良
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
夢
の
消
滅
」
（
大
原
由
記
子
Ⅱ
高
知
市
）

・
第
四
回
神
戸
文
学
賞
「
溶
け
る
間
」
（
高
木
敏
克
Ｉ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
影
と
楼
む
」
（
田
口
佳
子
Ⅱ
伊
丹
市
）

・
第
五
回
神
戸
文
学
食
Ⅱ
該
当
作
な
し
、
同
女
流
文
学
賞
「
痕
跡
」
（
久
保
田
匡
子
Ⅱ
大
阪
市
）

・
第
六
回
神
戸
文
学
典
「
ガ
チ
ャ
マ
ン
」
（
南
加
澗
作
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
世
Ⅱ
該
当
作
な
し

・
第
七
回
神
戸
文
学
賞
「
凶
烏
の
群
」
（
徳
留
節
Ⅱ
京
都
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
花
い
ち
も
ん
め
」
（
新
光
江
Ⅱ
鳥
取
市
）

・
第
八
回
神
戸
文
坐
賞
「
昔
の
眼
」
（
服
部
洋
介
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
坐
賞
「
醤
蔽
の
登
音
」
（
菊
池
佐
紀
Ⅱ
愛
媛
県
）

こ
こ
に
第
九
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
入
選
発
表
は
本
誌
昭
和
六
十
年
新
年
号
誌
上

一
、
神
戸
文
学
賞
は
男
性
作
品
、
神
戸
女
流
文
学
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

賞
は
女
性
作
品
と
し
、
共
に
西
日
本
在
住
者
で
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

応
募
作
品
は
一
篇
に
限
り
ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
入
選
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
入
選
作
品
各
一
篇
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
二

も
の
に
限
り
ま
す
。
拾
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
百
枚
前
後
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
市
中
央
区
東
町
二
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階
月

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
主
題
（
創
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

作
主
旨
）
を
つ
け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
－
一
一
一
三
一
－
一
一
二
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
一
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）

Ａ
八
選
考
委
員
Ｖ
足
立
巻
一
・
小
島
輝
正
・
森
川
達
也
・
島
京
子

剛
略
献
赦
恥
顎
顛
作
品
募
集

回
第
九
回

主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子１

４５
１
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鶴
鶴
蝿
蝿
》
》
－
１
．
…
鷺
ｒ
心

な
い
で
す
ね
。
こ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
女
だ
と
フ
ィ
ニ
ー
ぐ
ら
い

か
な
」

ぱ
Ⅱ

辻
村
「
こ
う
い
う
隠
微
な
お
化
の
世
界
は
男
の
領
域
か
も
し
れ
な

い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
か
ら
み
た
女
を
つ
く
っ
て
い
る
。

男
に
は
女
の
恐
さ
が
男
に
は
魅
力
で
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
女
が

女
を
つ
く
っ
て
い
る
の
と
違
う
。
意
識
の
中
で
な
く
て
本
能
的
に

出
来
上
る
の
で
、
出
来
上
る
と
生
理
的
に
出
て
し
ま
う
。
異
性
か

ら
見
た
性
。
女
形
の
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
ね
」

藤
本
「
私
も
日
本
の
き
も
の
地
で
洋
服
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
神
戸
は
日
本
人
じ
ゃ
な
い
外
人
の
眼
だ
と
い
わ
れ
ま
す

ね
。
辻
村
さ
ん
も
お
生
れ
が
満
州
で
し
ょ
う
」

辻
村
「
そ
う
で
す
。
満
州
、
錦
州
省
朝
陽
生
れ
で
す
。
だ
か
ら
よ

く
皆
が
、
辻
村
は
日
本
人
じ
ゃ
な
い
。
別
の
と
こ
ろ
か
ら
日
本
を

見
て
い
る
。
適
当
に
大
ら
か
で
、
屈
折
の
出
方
が
強
と

藤
本
「
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
凄
い
」

辻
村
「
今
は
、
自
分
で
創
っ
て
い
る
と
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
〃
天

命
〃
み
た
い
な
、
一
と
つ
創
る
と
ま
た
一
つ
創
る
。
だ
か
ら
ど
う

な
る
か
、
ど
ん
な
も
の
を
創
っ
て
行
く
か
自
分
に
も
予
想
が
つ
か

な
い
で
す
ね
。
只
、
今
の
時
代
は
も
の
を
大
切
に
す
る
時
代
で
な

く
な
っ
て
来
て
い
る
で
し
ょ
う
。
物
に
は
生
命
が
あ
る
。
物
に
生

命
を
与
え
て
大
切
に
す
る
と
い
き
い
き
と
よ
み
が
え
る
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
後
は
自
分
の
生
理
に
忠
実
に
人
形
を
創
っ
て
行
き
た

い
で
す
ね
」

１
４７
１

●
寓
晶
困
甲
Ｌ
酉

や
な
し
に
創
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
…
…
」

藤
本
「
女
の
立
場
か
ら
拝
見
す
る
と
、
こ
れ
は
男
で
な
い
と
で
き

創
っ
て
き
た
と
い
う
、
型
紙
か
ら
で
は
創
れ
ま
せ
ん
わ
ね
（
笑
）
」

辻
村
「
そ
う
で
す
ね
。
ま
っ
た
く
の
立
体
（
笑
）
ク
リ
エ
テ
ィ
ー

ブ
な
形
で
出
来
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
」

藤
本
「
外
国
へ
出
さ
れ
た
こ
と
は
？
」

辻
村
「
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
な
ん
で
す
。
自
分
自
身
が
、
ギ
リ
シ
ャ

の
物
を
創
る
と
き
も
、
日
本
を
引
き
ず
っ
て
ん
だ
か
ら
日
本
人
と

き
れ

，
し
て
創
っ
ち
ゃ
う
。
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
日
本
の
布
を
こ
ん
な
風

に
使
っ
た
か
な
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
な
い
で
、
自
分
が
考

え
た
も
の
で
創
る
。
全
部
、
メ
イ
ド
。
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
辻
村

ジ
ュ
サ
ブ
ロ
ー
で
あ
っ
て
、
洋
風
和
風
を
全
然
考
え
て
い
な
い
で

す
。洋

風
は
西
洋
人
が
創
っ
た
方
が
よ
り
西
洋
的
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
じ

“
圏

…
…
…
一

震

写真上は「海神別荘」の人形たち。（そごう
７Ｆ展示場で）
写真下は辻村ジュサプローと藤本ハルミさん。
（そごう５Ｆ辻村ジュサブローきもの売場－
この期間のみ）

‘』鱗 篭 §

回

夢 陸輔Ｆ

＃
辻
村
「
人
形
は
何
も
わ
れ
わ
れ
に
要
求
し
ま
せ

；
・
〃
小
．
穀
誠
》
応
じ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
要
求
に

蝿
蕊
郷
溌
蝋

捌
識
霊
鐙
擁
…
：
…
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八
㈱
神
戸
地
下
街
専
務
取
締
役
Ｖ

八
神
戸
大
学
教
授
Ｖ

ｌ
今
年
３
月
の
ジ
ャ
ヴ
ァ
、
ワ
ー
ル
ド
な
ど
の
新
社
屋
完
成
に

と
も
な
っ
て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が

よ
う
や
く
界
隈
と
し
て
の
姿
を
現
わ
し
始
め
ま
し
た
。
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
の
完

成
も
近
づ
き
、
神
戸
国
際
展
示
場
や
神
戸
国
際
交
流
会
館
、
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設
に
加
え
て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は

全
国
で
も
珍
ら
し
い
価
値
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
脚

光
を
あ
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
の
夏
に
は
、
稲
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
神
戸
市
が
全
市
を
あ
げ
て
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募
金
、
文
化
な
ど
の
幅
広
い
＋
全
な
受

け
入
れ
体
制
を
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

田
口
寛
治

森
本
泰
好

宮
本
豊
子

口
出
席
者

水
谷
頴
介
八
都
市
計
画
家
Ｖ

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

会
の
設
立
に
よ
っ
て 八

神
一

別
世
紀
の
都
南
つ

八
県
立
生
活
科
学
研
究
所
専
門
員
Ｖ

☆
第
２
期
を
む
か
え
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り

森
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
は
、
神
戸
の
将
来
を
左
右
す

る
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
圭
血
つ
く
り

だ
け
の
問
題
で
す
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
の
で
す
。

８１
Ｖ

１
４８
１を

′
●

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
辺
で
改
め
て
頁
梨
な
姿
勢
に
立
ち
戻
っ

て
、
も
う
一
度
、
神
戸
の
も
っ
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
見

直
す
こ
と
は
、
神
戸
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
探
り
、
ポ
リ
シ
ー
を

よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
の
良
い
時
機
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
、
神
戸
の
将
来
に
つ
い
て
以
前
か
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
た
上
で
色
女
な
ど
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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§

と
い
う
の
は
、
今
の
神
戸
を
見
直
す
こ
と
は
、
第
一
に
「
行
政

指
導
型
」
の
あ
り
方
を
問
い
た
だ
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
か
っ
て
、
神
戸
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
鉄
鋼
や
造
船
な
ど
の

産
業
群
は
、
元
来
、
地
元
に
む
け
る
関
心
よ
り
も
む
し
ろ
中
央
へ

む
け
る
関
心
の
方
が
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
や
む
な
く
地
元
産
業
は
行
政
指
導
型
の
方
向
へ
と
進
ん
で

い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
に
い
た
っ
て
行
政
指
導
型
の
ま
ま
で

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
も
実
に
難
し
い
部
分
が
で
は
じ
め

て
い
る
次
第
で
す
。
行
政
指
導
型
に
お
い
て
は
、
ま
ず
ど
の
企
業

も
公
平
に
、
か
つ
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
保
ち
な
が
ら
と
い
う
わ
け

で
す
か
ら
、
当
然
、
各
企
業
が
の
び
の
び
と
成
長
し
に
く
く
な
っ

て
し
ま
う
。
確
か
に
、
こ
こ
ま
で
神
戸
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
而

で
伸
び
た
の
は
、
神
戸
市
の
貢
献
が
大
だ
と
い
え
る
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
神
戸
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
行
政
指
導
型
で
は

伸
び
る
も
の
も
、
芽
を
つ
ん
で
し
ま
っ
て
、
ど
う
も
方
向
を
誤
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
、
多
少
の
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
何
と
い
っ
て
も
き
れ
い
ご
と
で
は
な
い

ん
で
す
よ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
、
つ
ま
り
、
新
し
い
も
の
は
、

そ
の
奇
抜
な
発
想
の
た
め
に
、
い
つ
の
世
で
も
異
端
視
さ
れ
る
の

が
常
で
す
。
異
端
が
や
が
て
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て
い
く
わ
け

で
す
。
こ
れ
は
行
政
指
導
型
で
は
と
て
も
対
応
し
て
い
け
な
い
性

質
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

水
谷
神
戸
以
外
の
都
市
、
た
と
え
ば
、
広
島
、
福
岡
と
比
較
す

る
と
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
は
、
神
戸
市
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
評
価
し
た

上
で
、
い
つ
で
も
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
と
や
は
り
疑
問
が
残

る
わ
け
で
す
。
大
企
業
よ
り
も
地
域
に
密
着
し
た
産
業
が
あ
っ
て

こ
そ
、
地
元
を
大
切
に
し
て
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
わ
け

で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
お
役
所
の
指
導
だ
け
で
は
地
域
産
業
の

多
様
性
に
応
じ
き
れ
な
い
ん
で
す
。
神
戸
は
、
洋
菓
子
や
家
具
、

ア
パ
レ
ル
、
真
珠
な
ど
、
早
く
か
ら
「
衣
・
食
・
住
」
関
連
の
産
業

を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
、
独
自
の
方
向
で
伸
び
て
き
て
実

績
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
京
都
や
大
阪
も
神
戸
と
同
様
に
地
域
型
産
業
を
生
活
文

宮本豊子さん

１
４９
１

水谷顎介さん

刃

雷

＃

田口 寛治さん森本泰好さん
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さ
ん
な
り
、
お
ば
さ
ん
が
「
あ
っ
、
酒
落
て
る
な
」
と
思
う
、
そ

ん
な
服
装
な
り
生
活
の
し
方
を
し
て
い
る
こ
と
。
い
ろ
ん
な
都
市

に
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
生
活
習
慣
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
私
た
ち

が
沖
縄
へ
い
け
ば
沖
縄
独
得
の
生
き
方
を
感
じ
る
の
だ
け
ど
、
神

戸
の
場
合
は
、
そ
の
程
度
の
土
着
風
俗
的
な
も
の
珍
し
さ
で
は
な

く
て
、
い
つ
も
生
活
の
先
取
り
を
し
て
い
る
な
と
感
じ
る
、
よ
そ

の
人
が
、
神
戸
の
ご
く
一
般
市
民
の
何
げ
な
い
生
活
ぶ
り
か
ら
そ

れ
を
感
じ
と
る
よ
う
な
要
素
が
な
け
れ
ば
、
神
戸
ら
し
い
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
は
育
た
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸

の
基
本
は
そ
こ
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

第
二
に
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
東
京
の
人
が
靴
だ

け
は
神
戸
が
い
ち
ば
ん
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
、
よ
そ
の
人
が
神
戸

に
き
て
、
小
売
り
店
の
店
頭
で
商
品
を
見
つ
け
て
「
あ
あ
、
い
い

な
あ
」
と
思
っ
て
買
い
物
を
す
る
。
そ
ん
な
魅
力
あ
る
小
売
り
が

そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
神
戸
ら
し
さ
な
ん
だ
と
思
う
の
で

す
。
第
三
に
は
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
神
戸

の
製
造
者
サ
イ
ド
が
、
こ
れ
が
神
戸
な
ん
で
す
よ
と
、
あ
る
程
度

の
広
い
範
囲
で
神
戸
以
外
の
土
地
に
卸
し
て
立
派
に
通
用
す
る
も

の
を
卸
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

第
四
に
は
、
最
初
に
言
い
ま
し
た
市
民
全
体
の
生
活
文
化
が
よ

そ
か
ら
み
て
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
と
思
え
る
点
を
底
辺
と
す

る
と
同
時
に
、
上
の
方
か
ら
も
そ
れ
を
手
さ
ぐ
り
す
る
方
法
と
し

て
、
神
戸
の
場
合
は
国
際
性
が
あ
り
ま
す
。
国
際
性
と
い
う
点
で

は
神
戸
は
度
外
視
で
き
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
生
ま
れ
て
く
る
第
２
、
第
３
の
交
流
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

神
戸
を
よ
り
洗
練
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
ね
。
私
は
以
上
の
４
つ

の
段
階
が
１
つ
１
つ
あ
る
の
で
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
な
い
ま
ぜ

に
な
っ
て
神
戸
を
い
い
方
向
に
も
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
本
私
は
六
甲
で
育
ち
、
父
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
少
し
の
間

大
阪
に
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
当
時
、
転
宅
し
た
あ
と
、

何
の
用
事
も
な
い
の
に
毎
日
神
戸
へ
き
て
い
た
ん
で
す
。
神
戸
を

離
れ
て
み
て
、
神
戸
が
い
い
な
あ
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

神
戸
の
魅
力
に
つ
い
て
、
ど
こ
が
い
い
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た

折
り
に
、
先
日
、
東
京
か
ら
の
お
客
様
に
「
神
戸
の
よ
い
点
を
ひ

5０

化
産
業
と
い
う
ふ
う
に
呼
ん
で
は
い
ま
す
が
、
私
は
そ
れ
ぞ
れ
少

し
違
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。
む
し
ろ
、
京
都
は
生
活
伝
統
産
業
で

あ
り
、
大
阪
は
弱
電
気
と
か
、
住
宅
設
備
な
ど
の
生
活
装
置
産
業

だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
神
戸
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
創
造
す
る
生
活
様
式
産
業
だ
と
い
え
る
ん
で
す
。
こ
の
場
合

は
、
神
戸
だ
け
で
は
な
く
て
、
芦
屋
や
西
宮
な
ど
と
つ
な
が
っ
た

神
戸
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
阪
神
間
プ
ラ
ス
神
戸
は

日
本
の
近
代
を
み
て
も
大
変
優
れ
た
住
宅
条
件
を
備
え
た
地
域
で

す
か
ら
、
こ
の
基
盤
の
上
に
持
続
さ
れ
て
い
く
方
向
性
を
神
戸
は

明
確
に
う
ち
だ
し
て
い
く
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
本
確
か
に
、
神
戸
は
大
阪
、
京
都
と
比
べ
る
と
趣
き
が
異
な

り
ま
す
。
以
前
か
ら
、
京
阪
神
三
都
市
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
経
済
会

議
を
重
ね
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
と
ら

え
方
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
わ
け
で
す
。
と
い
う
の
は
、
大
阪
も
京

都
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
、
繊
維
オ
ン
リ
ー
の
発
想
し
か
も

て
な
い
、
神
戸
か
ら
出
て
い
る
委
員
だ
け
が
「
衣
・
食
・
住
」
す

べ
て
を
統
合
し
た
生
活
文
化
を
創
造
す
る
も
の
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
産
業
だ
と
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
説
得
し
て
き
た
の
が
現
状
で

す
。
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
大
阪
で
も
生
活
文
化
産
業
の
意
味

が
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
何

と
い
っ
て
も
神
戸
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
だ
と
い
え
ま
す
ね
。

か
つ
て
加
年
前
昭
和
妃
年
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
宣
言
し

た
時
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
流
行
と
い
う
受
け
と
り
方
を
し
て
い

た
人
た
ち
が
大
半
だ
っ
た
。
そ
れ
を
、
と
も
か
く
生
活
文
化
だ
と

い
う
水
準
に
ま
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
た
と
い
う
の
は
、
神
戸
に

と
っ
て
、
こ
の
皿
年
間
の
成
果
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
安
心
は

で
き
ま
せ
ん
。
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、

よ
う
や
く
第
一
期
が
す
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
第
一
一

期
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
い
よ
い
よ
、
こ
れ
か
ら
が

大
変
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

田
口
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
何
か
、
と
い
う
定
義
は
別
に
し
て
、

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
、
基
本
的
な
神
戸
ら
し
い
あ
り
方

を
考
え
る
と
、
私
は
４
つ
の
段
階
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
一
は
、
神
戸
を
訪
れ
た
人
が
街
角
で
ふ
っ
と
出
あ
っ
た
お
じ
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☆
神
戸
に
苦
言
を
呈
す
れ
ば
「
自
信
を
も
ち
す
ぎ
な
い
こ
と
」

宮
本
先
Ｈ
、
北
野
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
女
子
中
学
生
が
数
人

歩
い
て
き
て
こ
ん
な
話
が
耳
に
入
っ
て
き
た
ん
で
す
。
「
う
ち
の

お
父
さ
ん
、
神
戸
へ
転
勤
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
な
あ
」
っ
て
話

し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
私
は
こ
れ
を
聞
い
て
彼
女
た
ち
の
も
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
ま
さ
に
神
戸
の
よ
さ
な
ん
だ
な
、
と
実
感
し

ま
し
た
ね
。

森
本
米
花
稔
先
生
の
言
葉
に
よ
る
と
、
神
戸
の
特
性
と
い
う
の

は
「
総
体
的
に
日
本
的
特
色
の
少
な
い
街
」
な
ん
で
す
。
こ
れ
は

神
戸
の
地
理
的
、
歴
史
的
条
件
な
ど
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
け
ど
、
伝
統
の
重
み
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
点
を
大
切
に

し
た
い
で
す
ね
。
た
だ
、
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
開

港
剛
年
の
神
戸
が
ぽ
ち
ぽ
ち
、
伝
統
ら
し
き
も
の
に
ひ
き
ず
ら
れ

て
、
古
く
さ
い
感
覚
に
陥
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
点

で
す
ね
。

☆
神
戸
学
の
研
究
会
を
結
成
、
神
戸
の
将
来
を
語
り
あ
お
う
／

水
谷
神
戸
の
将
来
を
考
え
る
と
、
東
灘
区
や
兵
庫
区
、
須
磨
区

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
っ
と
個
性
を
だ
し
て
い
っ
て
も
い
い
と
思

と
言
で
言
っ
て
下
さ
い
」
と
聞
い
て
み
た
ん
で
す
。
す
る
と
、
「
海

と
山
が
同
時
に
見
れ
る
」
、
こ
れ
が
素
晴
ら
し
い
と
言
う
ん
で
す
。

さ
り
げ
な
く
お
栖
落
が
で
き
て
、
さ
り
げ
い
セ
ン
ス
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
ま
た
、
消
費
生
活
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
非
常
に
住
み
安

い
、
日
本
で
Ｎ
Ｏ
１
の
い
い
品
物
が
か
な
り
そ
ろ
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
ト
ー
タ
ル
な
調
和
を
保
っ
て
い
る
の
は
神
戸
だ
け
で
す
。
一

方
で
、
そ
う
い
う
恵
ま
れ
た
条
件
の
中
で
消
費
者
運
動
も
行
政
指

導
型
だ
っ
た
こ
と
も
、
よ
し
あ
し
で
い
え
ば
発
展
の
中
途
段
階
で

は
確
か
に
よ
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
後
は
い
ろ
ん
な
立
場
の
人

が
一
人
歩
き
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

森
本
７
月
号
の
多
田
智
満
子
さ
ん
の
対
談
シ
リ
ー
ズ
で
、
浅
田

彰
さ
ん
が
、
神
戸
を
表
現
す
る
の
に
「
記
号
論
的
構
造
を
も
っ
た

街
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
海
と
山
、
西
と
東
と
い
う
ふ
う
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
対
極
が
必
ず
記
号
的
、
複
合
的
に
存
在
す
る

好
条
件
の
街
だ
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
要
求
度
も
当

然
の
こ
と
な
が
ら
高
い
。
神
戸
の
よ
い
条
件
を
最
大
限
に
生
か
し

て
、
第
二
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
へ
向
け
て
、
神
戸
の
各

企
業
も
一
人
歩
き
を
始
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

１
５１
１

水
谷
神
戸
は
伝
統
が
な
い
と
い
う
け
れ
ど
、
兵
庫
の
街
が
あ
っ

た
こ
と
と
い
わ
ゆ
る
神
戸
の
街
の
２
つ
の
文
化
が
あ
っ
て
、
現
在

の
神
戸
が
存
在
す
る
こ
と
、
旧
制
中
学
で
い
え
ば
、
東
の
文
化
、

神
戸
一
中
と
兵
庫
の
文
化
を
背
景
に
し
た
二
中
、
三
中
が
あ
っ
た

こ
と
は
大
き
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
竹
中
狸
郁
さ
ん

や
小
磯
良
平
さ
ん
の
よ
う
な
人
は
、
や
は
り
兵
庫
を
背
景
に
し
て

独
自
の
個
性
を
貫
い
て
き
た
人
た
ち
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

新
し
い
文
化
が
須
磨
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
県
立
近
代
美

術
館
の
増
田
洋
さ
ん
な
ど
は
そ
の
代
表
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
こ
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
神
戸
が
三
宮
中
心
に
な
り
す
ぎ
て
、

本
当
の
神
戸
ら
し
い
知
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
充
電
で
き
る
場
所
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
大
阪
へ
い
け
ば
、
キ
タ

と
ミ
ナ
ミ
が
あ
る
よ
う
に
、
神
戸
が
少
な
く
と
も
２
つ
の
文
化
背

景
を
も
っ
て
、
三
宮
一
色
に
染
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
さ
け
て
い

か
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。

森
本
現
在
の
神
戸
に
あ
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ら
、
ど
ん

な
点
で
す
か
と
、
建
築
家
の
黒
川
紀
章
さ
ん
に
伺
っ
た
ん
で
す

が
、
あ
ま
り
自
信
を
も
ち
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
、
年
間
、
考
え
よ
う
に
よ
れ
ば
、
非
常
に
ラ
ッ
キ
ー
な

形
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
が
進
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
自

信
を
も
ち
す
ぎ
る
と
選
択
の
幅
が
狭
く
な
る
、
す
る
と
、
純
粋
に

純
粋
に
と
い
う
方
向
へ
と
進
ん
で
い
っ
て
異
質
な
も
の
を
受
け
つ

け
な
く
な
っ
て
い
く
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
異
質
な
も
の
を
は
じ

き
と
ば
し
て
い
く
こ
と
は
プ
ラ
ス
面
も
あ
る
け
れ
ど
、
大
き
な
振

幅
は
え
ら
れ
な
く
な
る
。
文
化
が
衰
退
し
て
い
く
過
程
は
異
質
な

も
の
と
の
接
触
が
少
な
く
な
り
、
文
化
的
刺
激
を
失
い
だ
し
た
と

き
か
ら
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
異
質
な
も
の
も
抱

き
込
ん
で
い
く
だ
け
の
許
容
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
の
話
で
し
た
。
私
は
、
神
戸
が
自
信
を
も
ち
す
ぎ

る
と
危
険
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
ね
。
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水
谷
神
戸
の
将
来
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
神
戸
の
基
本
的

な
あ
り
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
困
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
六

甲
山
も
そ
う
だ
け
ど
、
神
戸
は
や
は
り
ミ
ナ
ト
を
中
心
に
し
て
成

長
し
て
い
っ
た
街
で
す
。

空
港
づ
く
り
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
ミ
ナ
ト
は
古
い
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
神
戸
の

基
本
は
港
で
す
。
港
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を

改
め
て
見
直
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

森
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
に
つ
い
て
、
か
つ
て
畑
専
一
郎
さ
ん

が
「
神
戸
学
」
と
い
う
一
つ
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
一

生
を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、
今
こ
そ
、
改
め
て
「
神

戸
学
」
を
う
ち
た
て
る
べ
き
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
神
戸

と
い
う
地
域
特
性
を
背
景
に
、
本
当
の
神
戸
ら
し
さ
を
「
衣
・
食

・
住
」
の
す
べ
て
の
面
か
ら
総
合
的
に
扱
い
、
神
戸
の
明
日
に
む

け
て
、
実
戦
的
に
研
究
し
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
、
畑
先
生
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
核
を
う
け
つ
ぎ
、
実
行
し
て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く

り
と
実
行
が
火
急
の
問
題
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

宮
本
神
戸
が
自
信
過
剰
に
な
っ
た
ら
だ
め
だ
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
神
戸
が
自
己
満
足
に
陥
ら

ず
、
た
え
ず
他
の
世
界
と
の
対
話
を
も
ち
つ
づ
け
る
よ
う
な
謙
虚

さ
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
神
戸
は
、
水
谷
先
生
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
、
ブ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
・
オ
ブ
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
、
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
（
人
工
的
）
に
な
ら
な
い

で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

田
口
ハ
ー
マ
ン
。
カ
ー
ン
と
い
う
学
者
の
提
唱
す
る
未
来
の
都

市
像
の
条
件
が
あ
る
の
で
す
が
、
未
来
な
ど
と
い
う
前
に
ぴ
っ
た

り
当
て
は
ま
る
の
が
実
は
神
戸
な
ん
で
す
。
神
戸
は
他
都
市
に
類

を
み
な
い
好
適
な
条
件
を
い
っ
ぱ
い
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
本

当
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
も
「
神
戸
学
」
の
研
究
が
不
可

欠
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
官
民
一
体
の
協
力
に
よ
っ
て

一
筋
の
誤
り
な
い
未
来
の
神
戸
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
プ
ラ
ン
。
ド
ゥ
・
プ
ラ
ン
に
て
）

’
5２
１

う
ん
で
す
。
京
都
に
、
西
陣
と
か
室
町
と
い
う
名
が
通
用
し
て
い

る
よ
う
な
形
で
行
政
区
で
な
く
、
御
影
、
岡
本
と
い
う
ふ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
が
性
格
を
も
ち
、
三
宮
に
ぶ
ら
さ
が
る
こ
と
な
く
、
街
が

連
合
し
て
神
戸
を
性
格
づ
け
る
方
向
も
生
ま
れ
て
き
て
ほ
し
い
。

宮
本
深
江
の
生
活
文
化
資
料
館
を
訪
ね
た
時
、
感
じ
た
の
で
す

が
今
で
も
深
江
村
と
い
う
意
識
を
保
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
大
切
な

こ
と
で
す
ね
。

田
口
神
戸
は
、
西
区
と
北
区
が
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
将
来
は
、
こ
の
２
地
区
が
神
戸
の
重
要
な
生
活
地
区
と
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
ね
。
そ
こ
で
私
は
思
う
の
で
す
が
、
神
戸
市
営

地
下
鉄
が
来
年
に
は
新
神
戸
ま
で
の
び
て
北
神
鉄
道
と
連
携
し
て

六
甲
山
を
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
し
て
、
内
ま
わ
り
、
外
ま
わ
り

の
環
状
線
化
で
き
れ
ば
と
て
も
面
白
い
な
あ
と
夢
み
て
い
る
ん
で

す
よ
。
六
甲
山
を
単
な
る
山
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
大

自
然
を
利
用
し
た
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
神
戸
の
交
通
網
が

こ
れ
を
Ｏ
字
型
に
と
り
か
こ
む
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

森
本
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
私
自
身
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
粗
の
と

き
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
神
戸
の
空
を
飛
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
、
本
当
に
六
甲
山
と
い
う
の
は
、
神
戸
に
と
っ
て
、
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
的
存
在
だ
な
と
思
い
ま
し
た
よ
。
六
甲
山
を
背
山
と
い

っ
た
ら
あ
か
ん
、
も
っ
と
も
っ
と
市
民
に
有
効
な
方
向
へ
役
立
た

せ
親
し
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。
交
通
網
に
つ

い
て
も
緑
の
Ｕ
ラ
イ
ン
で
は
な
く
○
ラ
イ
ン
に
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

宮
本
私
の
子
供
時
代
に
は
、
六
甲
山
に
登
る
ま
で
に
市
街
地
か

ら
登
山
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
道
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
街
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
だ
ん
だ
ん
六
甲
山
に
近
づ
い
て
い
く
の
に
、
胸
の

高
な
っ
て
い
く
気
分
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
プ
ロ
ロ
ー
グ
が

今
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ

れ
は
六
甲
山
に
手
を
入
れ
す
ぎ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
人
間
の
保
護
が
な
け
れ
ば
山
は
育
た
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
田
口
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
神
戸
の
セ
ン
ト
ラ
。
ハ
ー
ク

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
手
を
加
え
る
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
、
プ
ロ

ロ
ー
グ
づ
く
り
の
方
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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化
さ
せ
る
つ
も
り
」
と
意
欲
を

み
せ
て
い
た
。

☆
「
飲
食
産
業
経
営
塾
」
が

第
一
回
目
を
開
講

長
は
二
百
八
十
九
・
五
脚
、
幅

三
十
二
・
二
腕
、
船
体
は
二
十

脚
コ
ン
テ
ナ
が
四
千
五
百
個
も

積
め
る
ス
ケ
ー
ル
。

翌
二
十
九
日
に
は
出
港
、
横

浜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
と
向
か

っ
た
。

☆
石
野
成
明
神
栄
石
野
証
券

社
長
惜
し
ま
れ
る
死
去

。
実
演
し
た
「
別
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｏ
Ａ
シ
ョ

ウ
」
が
六
月
七
日
か
一
ら
三
日

間
、
神
戸
国
際
展
示
場
で
開
催

さ
れ
た
。
〃
Ｏ
Ａ
が
創
る
未
来

と
高
度
情
報
化
社
会
″
を
テ
ー

マ
に
三
十
社
が
出
品
。

入
場
者
も
五
万
人
を
超
え
る

盛
況
ぶ
り
。

経
営
協
会
の
大
道
勝
英
氏
は

「
家
庭
の
婦
人
層
に
ま
で
拡
大

し
た
市
民
総
ぐ
る
み
の
展
示
シ

ョ
ウ
と
し
て
来
年
以
降
も
定
着

☆
世
界
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
船

神
戸
に
初
入
港

米
国
Ｕ
・
Ｓ
。
Ｌ
社
建
造
の

世
界
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
船
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」

（
五
七
、
○
○
○
少
、
オ
ー
ウ

ェ
ン
。
ク
ラ
ン
シ
ー
船
長
）
が

六
月
二
十
八
日
、
ポ
ー
ト
ア
イ

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ルアメリカン・ニューヨーク号

一
フ
ン
志
卜

Ｃ
６
岸

壁
に
接

岸
し
た

同
船

は
韓
国

建
造
で

こ
れ
が

処
女
航

海
。
全

亡
く
な
ら
れ
た
。
五
十
八
歳
。

七
月
十
一
一
日
に
神
戸
国
際
会
館

で
し
め
や
か
に
社
葬
が
行
わ
れ

た
。石

野
氏
は
神
戸
青
年
会
議
所

の
六
代
理
事
長
と
し
て
活
躍
。

昭
和
四
十
年
に
は
神
戸
証
券
取

引
所
の
理
事
長
に
就
任
、
退
潮

著
し
い
同
取
引
所
の
解
散
を
断

行
し
た
。
ま
た
五
十
四
年
か
ら

二
年
間
は
神
戸
経
済
同
友
会
の

代
表
幹
事
を
務
め
た
。
神
戸
の

経
済
界
に
と
っ
て
惜
し
ま
れ
る

死
去
と
な
っ
た
。
合
掌
。

☆
狐
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
０
Ａ
シ
ョ
ウ

（
社
）
日
本
経
営
協
会
と
（
社
）

日
本
デ
ー
タ
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
協

会
が
神
戸
市
と
協
力
し
て
、
最

新
の
Ｏ
Ａ
機
器
を
一
堂
に
展
示

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
宮
本
香
里
さ
ん
（
別
）

八
金
盃
酒
造
株
式
会
社
Ｖ

神
栄
石
野
証
券
社
長
の
石
野

成
明
（
い
し
の
。
な
り
あ
き
）

氏
が
六
月
二
十
九
日
、
脳
し
ゅ

識

熱心に勉強に励む

貝リの功席塾名当行
を鯉当器ｆ賊
学原め成出の６０た

秀
漉
瀦

『

石野成明氏

、
脳
し
ゅ

よ
う
の
た

め
東
京
女

子
医
大
付

属
病
院
で

１
５４
１

蕊

ｂ
瞳
播
転
学

上司からすれば仕事を頼みやすい素直
な感じの女の子といえそう。「頼まれた
仕事は遅くなっても最後までやり遂げま
す」と、それを裏付ける発言。ワープロ
導入を機に懸命に勉強中。現在の総務の
仕事に役立てたいところ。男性は真田広
之のようなスポーツマンで、他人を思い
やる性格の人が望み。長田区在住。

鱗骨亀

》
…

飲
食
業
界
で
の
独
立
を
め
ざ

す
人
を
対
象
と
し
た
「
飲
食
産

業
経
営
塾
」
（
主
催
㈱
エ
ル
ア

イ
シ
ー
）
の
第
一
回
が
六
月
十

五
日
、
国
際
交
流
会
館
４
Ｆ
で

ぷ
」
を
テ
ー
マ
に
四
時
間
の
勉

強
に
励
ん
だ
。

冒
頭
、
青
木
幸
夫
エ
ル
ア
イ

シ
ー
代
表
取
締
役
が
講
師
陣
を

紹
介
、
槻
木
博
Ｊ
Ｂ
Ｃ
社
長
、

神
原
吉
信
㈱
キ
ャ
ビ
ン
社
長
、

片
岡
巧
男
㈱
ア
ト
ム
社
長
ら
若

手
経
営
者
が
体
験
や
実
戦
論
を

熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た
。

口
同
塾
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
エ
ル
ア
イ
シ

ー
ま
で
宵
３
０
２
１
４
０
０
９

典巽当日哩農鞭憤学騨嘱樫

盛況の初開催

繋慧
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い
る
。
人
体
は
、
否
す
べ
て
の
生
物
も

無
生
物
さ
え
、
男
電
気
と
女
電
気
の
二

電
気
の
か
た
ま
り
で
あ
る
」

鯨

先
日
地
区
の
お
宮
さ
ん
の
奉
賛
会
の

催
し
で
、
一
泊
一
一
日
の
伊
勢
参
り
を
し

て
き
た
。
お
正
月
の
時
分
と
ち
が
っ
て

割
合
す
い
て
い
て
、
お
神
楽
を
あ
げ
て

も
ゆ
っ
た
り
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
参

拝
が
出
来
た
。

伊
勢
神
宮
は
皇
室
の
氏
神
で
あ
る
と

共
に
、
日
本
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
社
の

総
本
社
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
敗
戦
前
ま

で
は
各
地
に
伊
勢
講
な
ど
が
あ
っ
て
、

全
国
か
ら
の
お
参
り
で
賑
っ
た
よ
う
で

あ
る
。伊

勢
へ
は
小
学
校
の
時
に
修
学
旅
行

図
が
と
れ
る
で
は
な
い
か
。

蕊
鍔
蜂
蕊
斡
騨
鶴
篭

Ａ
そ
の
弱
Ｖ
神
社
に
大
字
術
の
衡
理
を
み
る

天
気
下
降
し
」

地
気
上
昇

垣
内
秀
夫
八
元
延
織
誰
師
地
理
善
ｖ

写真は東灘区本山町北畑の保久良神社の社叢である。（垂者掻影）

八
元
滋
高
諦
師
、
地
理
学
者
Ｖ

で
行
っ
た
り
、
そ
の
後
も
一
、
二
回
お

参
り
し
た
が
、
そ
の
一
つ
に
つ
い
て
以

下
の
べ
よ
う
。

神
社
に
お
参
り
し
て
社
殿
を
見
る

と
、
屋
根
の
上
に
鰹
木
と
千
木
が
あ
る

の
を
誰
も
知
っ
て
い
る
。
そ
の
千
木
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
両
側
に
出
て
い
る

千
木
の
先
端
の
切
り
口
が
水
平
に
な
っ

て
い
る
の
と
、
垂
直
に
な
っ
て
い
る
の

と
二
つ
の
様
式
が
あ
る
。
内
宮
は
水
平

で
外
宮
は
垂
直
で
あ
る
。
神
戸
市
内
の

神
社
に
つ
い
て
も
読
者
は
よ
く
注
意
し

て
ご
覧
下
さ
い
。

こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
筆
者
は
ず
っ
と
以

前
に
、
そ
れ
は
祭
っ
て
い
る
神
様
が
男

か
女
か
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
水
平

は
女
の
神
で
、
垂
直
は
男
の
神
だ
と
、

ど
こ
か
で
教
え
ら
れ
て
い
て
、
人
に
も

自
慢
ら
し
く
説
明
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
違
い
で
あ
る
。
今
回

の
旅
の
引
率
者
で
あ
る
尼
崎
市
の
富
松

神
社
の
宮
司
の
吉
見
氏
か
ら
、
は
じ
め

て
お
聞
き
し
た
の
で
あ
る
が
、
水
平
は

「
天
気
下
降
」
で
、
垂
直
は
「
地
気
上

昇
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
れ
を
聞
い
た
筆
者
は
う
－
ん
と

う
な
っ
た
。

何
ん
と
す
ば
ら
し
い
「
大
宇
宙
の
哲

理
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
。
そ

の
祭
神
は
「
豊
宇
気
毘
売
」
で
女
神
で

あ
る
。
筆
者
の
今
ま
で
の
知
識
で
は
、

千
木
の
先
端
が
女
神
で
あ
る
か
ら
水
平

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
実
際
は
垂
直

に
な
っ
て
い
る
。

今
の
学
問
で
は
、
こ
の
地
表
上
の
生

物
、
人
間
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
天
空

よ
り
宇
宙
線
（
プ
ラ
ナ
）
を
受
け
、
大

地
よ
り
地
磁
気
の
上
昇
流
を
受
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
磁
気
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
の
人
達
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
。
ゴ
ム
靴
で
な
く
、
わ
ら
じ
か

は
眉
し

ぞ
う
り
で
、
ま
た
は
裸
足
で
土
の
地
面

を
歩
く
と
健
康
に
よ
い
と
昔
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

お
宮
や
お
寺
へ
お
参
り
し
て
、
あ
あ
、

り
や
く

ぎ
」
利
益
が
あ
っ
た
と
よ
ろ
こ
ん
で
い

る
。
そ
れ
で
は
神
様
が
そ
の
人
に
何
か

そ
っ
と
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
が

う
。
昔
か
ら
あ
る
大
き
な
社
や
寺
は
必

こ
の
地
磁
気
の
強
い
と
こ
ろ
が
樹
木

も
よ
く
育
ち
大
木
に
な
る
。
神
社
に
は

ご
神
木
が
あ
る
。
お
参
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
体
内
に
電
気
を
と
り
入
れ
え
て

そ
の
た
め
に
セ
イ
セ
イ
す
る
の
で
あ
る

つ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
天
の

気
と
地
の
気
を
通
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
イ
ヤ
シ
ロ
チ
と
い
う
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
う
け
た
病
理
学
者
ギ

る
。
全
く
人
体
は
電
気

ず
土
地
の
電
圧
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ

「
人
体
は

と
言
っ
て

オ
ル
ギ
博
士
が
そ
の
著
書
で

う
言
わ
れ
る
と
、とよう

で
で
シ
さ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
証 外

宮
の
豊
受
大
神
官

け
ひ
め

拠
に
脳
波
や
心
電

5５
１
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